
 （別 添） 

審査項目及び評価基準 

審 査 項 目 評 価 評 点 

１ 業務全体の方向性 【20点】 

・業務全体を通して、事業の趣旨を踏まえ、仕様書の内容と照らし

て適切か。 

非常に優れている 20 

優れている 16 

普通 12 

やや劣っている 8 

劣っている 4 

２ 管理運営体制等 【20点】 

・業務を実施するための十分な実施体制がとられているか。業務実

施スケジュールは適切か。 

非常に優れている 20 

優れている 16 

普通 12 

やや劣っている 8 

劣っている 4 

３ 事業の実際、具体的な内容等 【30点】 

・事業実施に際し、効果的であると期待される提案内容であるか。 

・分析結果は適切にフィードバックされる内容となっているか。 

非常に優れている 30 

優れている 24 

普通 18 

やや劣っている 12 

劣っている 6 

４ 類似事業の実績等 【20点】 

・過去の同種の事業実績等からみて、確実に事業を遂行できる能力

を有していると認められるか。 

非常に優れている 20 

優れている 16 

普通 12 

やや劣っている 8 

劣っている 4 

５ 加点項目 【10点】 

・創意工夫に基づき、独自に企画した提案内容になっているか。 

・提案内容で特に優れている点（セールスポイント等）があるか。 

非常に優れている 10 

優れている 8 

普通 6 

やや劣っている 4 

劣っている 2 

合  計 100点 

 

《評価方法》 

・ 審査委員会において審査を行う。 

・ 審査委員は、上記の観点からそれぞれ評価を行う。 

・ 最高得点者が２者以上の場合（同点の場合）は、審査委員による決選投票を行う。 

・ 応募者が１者の場合は、委員の平均点が５０点以上となった場合、合格とする。 


